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HITAC8100システムは,カートリ

要 旨

ッジ方式の磁気ディスク甜意装置をベースとする小形電子計算機システ
ムである｡豊富な入出力装置と,標準接続方式に準拠した接続方式の採用により,広い適用分野にわたって,

最も適したシステムが構成できる｡本文では,n一別00-4,H-8100--8形処理装置の構成,命令,入出力装置接

続方式の概要が述べられている｡

l.緒 口

H-8100-4,H-8100-8形処理装置は,HI-

TAC8100システムの中央演算処理装置であ

り,記憶容量は,それぞれ4,096バイト,

8,192バイトである｡HITAC8100システム

は,カートリッジ方式の磁気ディスクをベー

スとする小形電子計算システムとして開発さ

れたもので,従来の小形機に比べて,ハード

ウェア,ソフトウェアの構成の完備に主眼を

おき,新しい応用分野の開発,市場のより広

い要求にこたえることを目標とするもので

ある｡

本処理装置の製造に当ってほ回路技術,構

成技術の両面にわたって種々新しい方式を採

用した｡たとえば,論理演算素子としては,

CML(Current Mode Logic)形の一石集杭

回路を全耐Ⅰ勺に採用し回路への給電と論理和

線には,プラッタと呼ばれる多層印刷積層板

を使用していることなどである｡
図1 H-8100処理装置

また,マイクロプログラム制御方式,チャ

ネル形式の入出力制御,内部演算と入出力制御あるいは入出力相互

間の同時制御方式など,従来の小形機には見られなかった各種機構

を採用している｡

以下に,処理装置の構軋命令,入出力制御を中心にその概要を

述べる｡

図lにH-8100処理装置の外観を示す｡

2･処理装置の構造と機能

2.1デー タ構造

図2にデータ構造のブロック図を示す｡Kはセレクタサービスを

行なう主記憶装置の番地を保持する2バイトのレジスタ,Cは命令

の実行時に作業レジスタとして使用される2/ミイトのレジスタ,A

は命令の第1オペランドのアドレスを格納するレジスタ,Bは命令

の第2オペラソドのアドレスを格納するレジスタ,Fはオペレーシ

ョンコードを格納する1バイトのレジスタ,Gは種々の命令におい

て,オペラソドの長さ,マスク,トラソク番号,機器番号などを格

納する1バイトのレジスタ(3命令の項を参照),Eほコンディショ

ンコード,キャリー,割込み,セレクタチャネルの状態など,処理

装置の状態を表示するために使用される1バイトのレジスタ,LR

は演算ゲートの出力を一時たくわえておくためのラッチレジスタ,

Sは主記憶装置のアドレスレジスタ,Mは主記憶装置のデータレジ
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図2 データ構造のブロック図

スタである｡これらのレジスタ群は,図に示すように,IBUS,BU

SO,BUSIを通して,固定記憶装置データレジスタDRのⅩ部,Y

部の情報により接続される｡LほレジスタDRのY部とJHから成

る8ビットの架空のリテラルレジスタ,JはレジスタDRのJ部か

ら成る架空の8ビットのレジスタである｡演算ゲートは,レジスタ

DRのW部の指定により,レジスタMまたは,レジスタLの内容と

レジスタDRのⅩ部で指定されたレジスタの内容との間の浜貸を行

なう｡

DINは,入出力制御装置を介して入出力楼器から処理装置に送ら

れて来るデータを受け取るためのゲートである｡DOUTは,処理装

置から入出力制御装置を介して入出力機掛こ送るデータをたくわえ

るレジスタであるが,これはMレジスタと兼用である｡TSTRは,

オペレーションコードトラップ,コンディションコードの成立,入

出力制御装置接続信号,同時処理モードの選択,チャネル選択,セ

レクタチャネルのデータ読み込み時の奇偶検査誤りを表わすための

ゲートである｡

主記憶装置は,30ミルフェライト磁心64個×64個のプレーン9

枚から構成されるスタックを基本とし,H-8100-4には,1スタック,

H-8100-8には,2スタックが,記憶装置プラッタに実装されてい

る0駆動は,電流一致方式,サイクルタイムは1.5〃S,情報の取扱

い単位は,1バイトである｡主記憶装置の0～49番地は,規定番地

であり,入出力レジスタ,プログラムカウンタ,スタンダードデバ
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図3 馬IJ御構造のブロック図

イスバイトレジスタ,割込み制御用レジスタ,汎用レジスタなどに

それぞれ使用される｡

2.2 制御構造の固定記憶装置

図3に固定記憶装置を中心とする制御機構を示す｡国中,Qは固

定記憶装置のアドレスレジスタ(Q(H)は,高位4ビット,Q(L)

ほ下位6ビットから成る),DRは固定記憶装置のデータレジスタ,

LQはQの下位8ビットに,1を加算するための8ビットのレジス

タ,NQはセレクタチャネル,またはマルチプレクサチャネルから

サービス要求があったとき,Qの】F位8ビットを一時退避させるた

めの8ビットのレジスタ,MQはマルチプレクサチャネルのサービ

ス中に,セレクタチャネルからのサービス要求があったとき,Qの

下位8ビットを退避させるための8ビットのレジスタである｡また

DRの中で,W部はFunction Control,Ⅹ,Y部はそれぞれ,So-

urce,Destination Controlの目的に使用し,T部はテスト条件,

J部はジャンプ番地指定(J(H)はQ(H)に,J(L)はQ(L)に対

応する)に使用されている｡固定記憶装置は,U一Ⅰ形磁心27個を1

組として,これを2組用い,1杖当り4ワード(1ワードは27ビッ

ト)を実装したワードシートを,基本命令に対して128枚,付加命

令機構に対して128枚組み合わせたコアスタックと,駆動回路,読

出し増幅器などから成る｡固定記憶装置のサイクルタイムを0･5J`S

とし,ワードシート相互間のワード線浮遊容量結合による周波数特

性とS/N比の悪化,磁心特性のバラツキに基づく読出し電圧およ

ぴアクセスタイムのバラツキなどに対して掛こ考慮し,調整個所を

省略して,生産性の向上生産工数の低減をほかっている｡

この固定記憶装置にたくわえられた,マイクロプログラムにより,

すべての内部演算処理命令,チ17ネル動作,外部装置へのデータサ

ービスを含む入出力命令,制御パネルからの手動操作などすべてが

制御されるようにして,素子数の減少,回路の簡略化につとめた｡

マイクロプログラムは,6種規43個のマイクロ命令によって構

成される｡マイクロ命令の概要を述べると次のとおりである｡レジ

スタDRのY＋JIi部で与えられるリテラルと,Ⅹ部で指定される

レジスタとの問で演算を行ない,T部で示されるテスト条件により,

JH部で与えられた番地にジャンプするリテラルテスト命令3個,

リテラルとⅩ部で指定されたレジスタとの問で演算を行ない,その

レジスタの内容を修正するリテラル演算命令5個,主記憶装置制御

命令15個,入出力制御命令10個,Ⅹ部で指定されるレジスタの内

容をY部で指定されるレジスタに移す転送命令1個,主記憶装置デ

一夕レジスタMと,Ⅹ部で指定されるレジスタとの間で演算を行な

い,結果をY部で指定されるレジスタに転送する演算命令9個,こ

れらの命令にほ,主記憶装置制御命令の一部を除いて,T部におい

てテスト条件が付加され,それに伴うジャソプ番地が,J部で与え

られるようになっており,命令の実行結果の判定,あるいは,その

命令の実行結果には直接関係のない条件の判定と,ジャンプが同時

に行なわれるように考慮されている｡

このように,固定記憶装置によるマイクロプログラム方式は,処

理装置の論考紬ミ簡単であり,したがって信頼性の向上,トラブルシ

ューティソグの簡単化に貢献するものである｡
2.3 入出力装置の接続

外部記憶装置あるいは,入出力装置(以下総称してⅠ/0と呼ぶ)

と,処理装置との接続境界は,セレクタチャネルとマルチプレクサ

チャネルのトランクである｡H-8100-4,S処理装置にはともに,セ

レクタチャネル,マルチプレクサチャネルが1個ずつ実装してある｡

セレクタチャネルのトランク数はNo.7,No.6の2個であり,これ

らのトランクは同時に情報転送を行なうことはできないが,マルチ

プレクサチャネルより優先して情報転送を行なうようになってい

る｡これらのトランクの情報転送可能速度は,約280キロバイり秒

であり,主として,磁気ディスク記憶装置,磁気テープ装置などの

高速Ⅰ/0が接続される｡マルチプレクサチャネルには,No･5～

No.0の6個のトランクがある｡情報転送の優先度は,トランク番号

の大きいぼうが高い｡これらのトランクのうち,No･5トランクは,

ラインプリンタ専用であり,No.0トランクは,メインテナソスパネ

ルのスイッチで切り換えられる多重モードで,H-8659形多重制御

装置を付加することにより,最大16台までのH-8218形入出力タイ

プライタを同時制御できる｡これらのチャネル動作は,内部演算処

理と並行して行なわれ,チャネル相互間にも同時性があるので,処

理装置は合計21台までのり0を同時制御できる｡

各チャネルのトラソクとⅠ/0(制御装置を含む)とは,HITAC

8000シリーズ標準接続方式に準拠した,HITAC8100Ⅰ/0接続

方式によって接続される｡ラインプリンタとその専用トランクNo･5

を除いて,接続方式ほⅠ/0の種類,トラソク番号に無関係にまっ

たく同一である｡この点は,従来の小形枚とほ,システムの拡張,

柄成の任意性という面で,格段の差異を有するところである｡さら

に,Ⅰ/0の接続に関する特長i■よ,Ⅰ/0の状態を表示するスタンダ

ードデバイスバイトとⅠ/0の動作に伴って発生する種々の状態,た

とえば,読取り誤り,転送誤り,操作誤り,Ⅰ/0の正常な動作に必

要な条件の欠除などの状況を表示するセンスバイトとにより,Ⅰ/0

の状態と動作を,監視できるようになっている｡これらほ,ソフト

ウェアを含む,システムの動作の機動性を増し,誤りあるいは異常

動作などの発生時の処理を完全に行なうことを‾吋脚こするものであ

り,小形機といえども,本格的な計算機システムには,不可欠であ

る｡

2.4 割込み機構

技ITAC8100には,Ⅰ/0からの外部割込み,オペレーションコー

ドトラップによる内部割込み,除算のオーバフローによる内部割込

みの三つの割込み機構がある｡

Ⅰ/0からの外部割込み椀構を図4に示す｡これは命令の実行が

終了すると,割込み表示と割込みマスクを調べる｡そして割込み表

示がセットされておりかつ割込みマスクが禁_1Lさカ1ていない場合に

のみ割込み処理が行なわれる｡それ以外の場合には,次の命令の実行

準備を行なうようになっている｡割込み処理は,Eレジスタの内容

とⅠ/0のトラソク番号,装置番号およびスタンダードデバイスバ

イトまたは動作不能コードを規定番地に格納する｡そしてプログラ

ム制御をPl(処理状態)からP2(割込み状態)に移す｡

-60-

ヒ_l

り



H-8100 処 理 装 置 379

ム令♂)終了r

YES

叶】ら.ノ)㌔÷′+‾､｢キ

リセッ トj匂｡

クによ

1‾ノ=Lさj】_ているか｡

NO

N(〕

YfこS

+ンデ′∴三,ン=∫-トにrO(”｡を】†ノJ

+一紙ライL7二二卜iLに与‡i川‥＼トランニ‥ノi与り

･‡二;iT蘇り･を･1榊ける

人‡=加三溝シュ
処鼎其苗:に
タンダートデペイ

･バイトそ毒±j7_る′勺

NO

1'LS

ぶ卜さ

一7ロケうム糾柳川1土.叫(掛二郎

卜､′.へ1＼こ′ノ

てクマ-†サイズを

開始j‾る｡

図4 入出力装置からの外部割込み機構
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図5 オペレーションコードトラップに.-Lるl勺部割込み機構

オペレーションコードトラップiこよる内部割込み磯栴を図5に示

す｡オペレーションコードトラップがP2で検出された場合には処

理装置は停lヒする｡Plで検出された場合には,Eレジスタの内容と

オペレーションコードを規定番地に格納する｡そしてプログラム制

御をPlからP2に移す｡

除算のオーバフローによる内部割込み棟構を図dに示す｡除算の

オーバフローがP2で検出された場合には処理装置ほ停.LLする｡Pl

で検出された場合にはEレジスタのI勺容を規定番地に格納する｡そ

してプログラム制御をPlからP2に移す｡
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図6 除算のオーバフローによる内部割込み機構
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右上肩の数字は用いられるビット数を示す｡

オペレーショ ンコード

第1オペランドの左端の番地(低位の13ビットのみ使用される)

第2オペランドの左端の番地(低位の13ビットのみ使用される)

第1またほ第2オペランドの長さより1減じたもの(0～255)

第1オペラ

第2オペラ
‾7 ス

人山カトラ

ンドの長さより1減じたもの(0～15)

ンドの長さより1減じたもの(0～15)
ク

ンクの指定(トランケの番号)

人f11力機器の指定(装置の番引

回7 命 令 の 形 式

3.命 令

HITAC8100には基本命令26個と付加命令5個の命令がある｡

基本命令はデータ取扱い,演算および論理,判定と制御,入出力の

四つに分莞自される｡

データ取扱いに関する命令は,主記憶装置の格納データを扱うの

に使われ,MVC,ED,PACK,UNPKの4仰の非演算命令から成

る｡

演算および論理命令は2個の10進命令と5個の論理命令から成

る｡

AP,AB,SP,SB,NC,DC,ⅩC

判定と制御命令は,制御の条件付または無条件転送,データおよ

び番地の比較,割込みシステム制御,処理装置の処理状態制御,処

理装置の停止の機能を持つものであり,次の6個の命令から成る｡

BC,CP,CLC,STPZ,TM,HB

入出力命令は,処理装置と8100Ⅰ/0インターフェースを通じて

すべてのⅠ/0との間のコミュニケーショソに使用される｡これら

の命令は次のとおりである｡

RDF,RDA,RDR,WR,WRA,WRC,WRE,IOS,PS

付加命令にほ次の5個の命令がある｡

MP,DP,TR,MVO,BAL

これらの命令の形式を図7に示す｡基本命令の略号,オペレーシ

ョソコード,命令の種炉,演算時間を表1に示す｡付加命令ほ表2

にホすとおりである｡

4.緒 言

紙数の都合により,本文では,処理装置の概要のみを述べるにと
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Add Decimal

Add Binary

Subtract Decimal

Subtract Binary

LogicalAnd

Logica10r

Exclusive Or

Move

Edit

Pack

Unpack

Brancb On Condition

Compare Decimal

Compare Logical

Set P2Register

Test Under Mask

Halt and Brancll

Read Forward

Read Reverse

Read AロⅩiliary

Write Auxiliary

Write

Write Control

Write Erase

Sense

Post Status

AP

AB

SP

SB

NC

DC

XC

MVC

ED

PACE

UNPK

BC

CP

CLC

STP2

TM

HB

RDF

RDR

RDA

WRA

WR

WRC

WRE

IOS

PS

F6

FB

F7

D4

D6

D7

D2

DE

F2

F3

47

F9

D5

82

91

81

E5

E2

C5

C3

E3

E7

E4

El

66

22＋3.5Nl＋1.5N2＋9

22＋3.5Nl＋1.5N2＋2.5

18＋4.5N十1

18＋4.5N＋1

18＋4.5N＋1

18＋3N-0.5

18＋14＋5(7＋8(∂＋c十d)α:インサーシ

Nl≧2N2 Nlが偶数 22＋2.75Nl＋1.5N2＋0.5

N2が奇数 22＋2.75(Nl-1)＋1.5N2＋3
ブランチする場合14.5十3.5
ブランチする場合14.5十0.5

椚両
異符号:2.2＋3.5N＋1,5N＋8

18十4N＋4

14.5＋5

14.5十3.5

14.5十1(Haltするまでの時間)

どまった｡より詳しい,設計データの公表,製造技術の問題などは

別の機会に述べるつもりである｡

電子計算システムというものは,適切な使用法によってこそ大き

な能力を発揮するものであり,これは,特に,小形システムにおい

て,その傾向が著しく現われる｡このことは,道に,設計前の応用

分野調査が,いかに重要であるかを示唆するものである｡一方,応

用分野は,市場の電算機に対する認識により絶えず変動する｡これ

に対処できないシステムは,いわゆる第3世代の計算機としての評

価に耐えないであろう｡H-8100-4,8形処理装置は,小形ながら,

標準接続方式の導入,マイクロプログラム制御方式の採用などによ

り,これからの計算棟としての要求と評価に十分耐えうるものと確

信する｡

MuItip】y

Decimal

Divide

Decimal

Transla亡e

Move witb
O庁set

Brancb and
Link

MP FC

DP FD

TR DC

22＋71Nl-64N2＋26N2(Nl-N2)＋1

22＋114Nl-96N2＋55N2(Nl-N2)-60

18＋5.5N-0.5

Nl≦N2 22＋5Nl-0.5
Nl>N2 22＋2Nl＋3N2＋仇5

18＋臥5




